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目的
 心臓突然死の危険因子である心肥大症例について運動負荷丁波オルタナンス(TWaveAlter
 nans:TWA)を検討する。肥大が生じる機序の違いによるTWA発現の差異を検討するため,
 肥大型心筋症と高血圧性左室肥大症例を対象とする。更に心臓カテーテル検査時に得られた右室
 心筋の組織所見,及び心室頻拍の既往に注目して,マイクロボルトレベルTWAの成因機序を
 考察する。
方法
 1996年10月より2000年10月の間に東北大学医学部附属病院第一内科を受診した心肥大症例
 86例と健常者(NV)15例について,運動負荷によって心拍数を上昇させてTWAの検討を行っ
 た。また持続性のオルタナンスが認められた例については心拍数90・100・110/分時のオルタナ
 ンス電圧を計測し,心筋組織所見及び心室頻拍の有無で分類して比較検討した。
結果
 TWAは肥大型心筋症(HCM)35例,高血圧性左室肥大(HLVH)33例の約80%で測定が可
 能であった。測定不能例は心拍数の上昇が不十分,筋電図等の混入によるノイズの高値などが原
 因であった。TWAはHCMでは35例中22例の63%に,HLVHでは33例中10例の30%で陽性
 と判定された。健常者群では15例全例陰性であった。TWA陽性群と陰性群の間に左室質量係
 数や左室駆出率に有意差は認められなかった。組織所見が強いHCM群ではHLVH症例と比較
 して心拍数100及び110でオルタナンス電圧が有意に高値であり,さらに心拍数110では組織所
 見が軽度なHCM群と比較してもオルタナンス電圧が有意に高値であった。既往に心室頻拍が認
 められた心肥大症例ではオルタナンス電圧の心拍数依存性が強く,心拍数100及び110/分での
 オルタナンス電圧は心室頻拍の既往が無い群に比較して心室頻拍群で有意に高値であった。
総括
 心肥大症例では健常者と比較して運動負荷TWAの陽性率は有意に高値であった。さらに心
 臓突然死の高危険群である強い組織異常を伴ったHCM症例ではHLVH症例や組織異常が軽度
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 なHCM症例に比較してTWA電圧が高値であった。また臨床的に心室頻拍が確認されている
 症例でもTWA電圧は高値であった。運動負荷TWAは心筋の肥大そのものよりも肥大に伴う
 錯綜配列などの組織異常により関連し,心筋の電気的不安定性を反映していると考えられた。
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 審査結果の要旨
 丁波オルタナンス(TWaveAltemans:TWA)は一拍毎に丁波高が変化する現象であり,
 肉眼的に判別可能なTWAは致死的心室性不整脈の前駆現象として1900年初頭から臨床報告さ
 れている。1994年Rosenbaumらは心房ぺ一シング中に計測されたマイクロボルトレベルの
 TWAは,電気生理学的検査による持続性心室頻拍の誘発試験と同等の予測価値を有する事を報
 告した。その後運動負荷によるマイクロボルトレベルTWAの検出が可能となり,心臓突然死
 の最大の原因と考えられる致死的心室性不整脈の予測因子として種々の心疾患について検討され
 ている。
 本論文は特発性肥大型心筋症,高血圧性左室肥大症,及び健常者について,運動負荷マイクロ
 ボルトレベル丁波オルタナンスの発生頻度を調査し,更に肥大様式の違いとオルタナンス電圧
 の関係に言及した最初の報告である。
 従来の報告同様,心肥大症例では高率にTWAが陽性と判定されるのに対し,健常者では全
 例陰性と判定されたことは興味深い。また心肥大の程度が同程度の肥大型心筋症症例と高血圧性
 左室肥大症症例では陽性率に差があり,肥大型心筋症症例で陽性率が有意に高値であることから,
 TWA発現には心筋の肥大そのものではなく,肥大の様式,特に心筋の錯綜配列や繊維化が関与
 していると推定している。本論文ではこれを検証するため,肥大型心筋症症例を右室心筋組織所
 見を基に分類し,TWA陽性・陰性の判定のみでなくオルタナンス電圧を比較検討している。こ
 れまでのTWAに関する報告ではオルタナンス電圧に言及することは少なく,陽性・陰性とい
 う定性的な検討が主流であったが,本論文では定量性を論じており,一歩踏み込んだものと言え
 る。組織異常が高度な肥大型心筋症症例では組織異常が軽度な群及び高血圧性左室肥大症例に比
 べてオルタナンス電圧が高値であり,更に臨床的に心室頻拍の既往がある症例でもオルタナンス
 電圧が高値であった。これらのことから,オルタナンス電圧が高値であるTWA強陽性例は,
 心筋の電気的不安定性が高度であり,致死的心室性不整脈の高危険群である可能性を示唆した。
 TWAが心肥大症例における心臓突然死高危険群を予測し得る事を示した本研究は臨床的に重要
 な意義があると考えられる。よって本論文は学位に値する。
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